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学びとデータ分析で

学校での事故を防ぐ
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特に小学校では、休憩時間に事故が多く発生し、鉄棒やうんてい、
ブランコなどでケガをしています。中学校では、バスケットボールや
サッカーなどの球技の部活動で多くの事故が発生しています。

先生の注意力や子供への呼びかけだけに頼っていては、事故は減り
ません。事故の状況を把握し、データに基づいて科学的に分析し、
事故を引き起こす製品や環境を変えていく必要があります。

このような事故は、

毎年同じような状況で繰り返し発生しています。

負傷・疫病の場合別件数（2018年度）
グラフは、すべて独立行政法人日本スポーツ振興センターが、平成 30年度 ( 201 8年)に
最初に医療費の給付を行った負傷・疾病の件数をもとに作成しています。

※「小学校」「中学校」「高等学校・高等専門学校等」「特別支援学校」及び
「幼稚園・幼保連携型認定こども園・保育所等」で発生した事故のうち、病院を
受診し、治療費が5,000円以上必要となった事故の件数

※

学校の管理下で
毎年100万件以上の
事故が起きています。

小学校 100,189 30,248 164,833 27,595

84,533 18,788 160,378 36,785

57,676 20,855 150,629

69,387

学校行事各教科等 特別活動
（学校行事を除く）

課外指導 休憩時間 寄宿舎に
ある時

技能連携
授業中

通学
通園中

344,087件

318,734件

255,630件

2,248件

70,314件
幼稚園

保育所等

高等専門学校

高等学校等

中学校
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※創傷は、挫創・切創・刺創・割創・裂創をまとめています。

中学校で
負傷の件数の多い
体育的部活動

小学校での
体育用具・遊具別の
負傷・疾病の件数

歯
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他
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折

捻
挫

脱
臼

挫
傷
・
打
撲

靭
帯
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・
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裂

創
傷 ※

熱
傷
・
火
傷

擦
過
傷

6,549件

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生

1,3231,181 1,411 1,204 842 588

2,894件904 709 501 353

2,217件455 469 452 347

1,960件520 403 353 306

1,859件551 456 323

746件

323件

34件

27件

591541 606 724 721 870 4,053件

鉄棒

うんてい

ぶらんこ

ジャングルジム

すべり台

固定タイヤ

砂場

登り棒

シーソー

回施塔

遊動円木

その他

総合遊具
アスレチック 1,793件380 332415

1,378件309309

291 1,022件358

テニス部
（含ソフトテニス）

サッカー部
フットサル部 23,468件

18,604件

13,420件

39,235件

9,947件

10,174件

4,407件

3,369件

4,403件

4,416件

バスケットボール部

バレーボール部

野球部（含軟式）

陸上競技部

バドミントン部

柔道部

ソフトボール部

ハンドボール部

14,114 12,163 7,188 3,535

10,971 4,341 6,196

4,979 7,289 3,362

5,4944,509

4,599

3,1642,8922,667

2,390
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事故を予防するために
変えられるもの 3E
事故をなくすための議論では、様々な検討事項を
「変えられないもの（変えにくいもの）」と
「変えられるもの」に分類することで、
問題解決のための実現可能な方法を検討しやすく
なります。

・子供の年齢・性別
・先生や保護者の見守る力
・天気や時間   など

変えられない
もの

変えたいもの
子供のケガや事故が
起きないようにしたい

・床の硬さ
・道具の使い方のルール
  など

変えられる
もの

7 8



事故を予防するために
学校でできること

環境
改善

Environmental 
Modification

教育
Education

● 効果のある環境改善を広く
   普及させるための法律や
   安全基準づくり

法制化・
ルールづくり

Enforcement

事故予防のために
「変えられるもの」が

3種類あります。

ルールを作って
実行する
● 事故を予防するためのルール
　を考え、みんなで実行してみる
● 継続できるルールか、
   効果があるか見直してみる

製品や環境を変える
● モノの使い方を変えてみる

● 安全な製品を選ぶ

● 教室や校庭のモノの配置を
  変えてみる

● 事故の情報提供

● 製品の安全な使い方・
　危険な使い方の教育

● 環境改善を促す教育　など

● 安全な道具や教材

● 安全な学校設備・遊具

● 安全な校舎・校庭・通学路など、
    製品や環境を変えていく

安全教育
● どんな危険があるか学ぶ
● どのようにすれば危険を
    防げるか考える力をつける
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全学年共通
傷害予防の3Eを学ぼう
● 予防とは何か
● 「変えられる化」の解説
● 傷害予防の3E

中学生向け
スポーツ中の危険を学ぼう
● スポーツによる死亡重症例
● 熱中症
● 競技別事故発生状況
● AEDの使い方

小学生向け
校内の危険を学ぼう
● いたずらの事故
● 転倒の事故
● 指はさみの事故
● 出会いがしらの事故

校内の危険を学ぼう
● 鉄棒
● ブランコ
● すべり台
● うんてい
● ジャングルジム

自転車の安全を学ぼう
● ヘルメットの重要性
● 自転車のメンテナンス

イラストやアニメーションを使った、わかりやすい教材を 5つご提供
しています。学習指導要領に沿って、保健、生活、家庭科、学活な
どの授業の一環として活用いただけます。

データを活用した
安全教育の教材例

教
育

E
d

ucation
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01
学校内で「安全が守られていると思うモノ・場所・コト」
「ケガが起こりそうなモノ・場所・コト」をテーマに
子供たちが写真を撮影してきます。

02 見つけてきた「モノ・場所・コト」について、
気づいた点を写真に書き込みます。

03 みんなの前で発表して、
学校内の安全や危険について共有します。

04 自分たちで事故を予防するために
できることを考えます。

ワークショップ型
安全教育

フォトボイスという手法を使って、
学校内の安全や危険について考える

プログラムです。

教
育

E
d

ucation
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ケガが起こりそうな場所

トイレ出口

男子トイレと女子トイレから出てき

た人がぶつかったり、鬼ごっこをし

てトイレに隠れている人とトイレか

ら出てくる人でぶつかったりする。

階段

2段飛ばしをして転んで

頭を強く打つ。

重石

重石のひもに足を引っかけ

転ぶ可能性がある。

うんてい

うんていの上に登り、上から

落ちてしまい、骨折や捻挫な

どのケガにつながる可能性が

ある。

安全が守られていると思う場所

室外機

プロペラに触ってケガをする

けど、それをやらないために

カバーがある

相談室

人に相談することで

心が落ち着いて安心する。

階段

階段のはしに手すりがついて

いる。段には落ちないように

滑り止めがついている。

サッカーゴール

ぶつかった時、痛くないように、

柔らかいセーフティマット

がゴールポストについている。

小学校でのフォトボイスの例

教
育

E
d

ucation
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都内の小学校で
活用されている
事例を紹介します。

ケガをふせごう
～「気をつけようかい」を
やっつけよう～

校内のケガ（外傷）減少
安全教育の視点

● 校内で起こる事故などの危険について理解し、安全に
   行動できるようにする。

● 学校の中での正しい行動について考え、危険な行動や
    遊びをしないようにし、楽しく過ごす。

ふしぎ たんけん ふれあい
安全教育の視点

交通事故防止・安全意識向上

● 自分たちが住んでいる町の商店や公共施設などの見学を
   自分たちで計画し、計画に基づいて探検することができる
   ようにする。

● 町で働く人や町の様子などを観察したり、調べたりする
   ことで、自分たちの地域に関心を持ち、人と関わる喜び
   を味わうことができるようにする。

● 自分が通う学校と町に危険な場所や安全を守る人がい
   ることを知り、安全に過ごすために、自分たちができる
   ことを考えることができるようにする。

安全教育の教材や
プログラムの活用
児童の危険予測や危険回避能力の育成を
目的とした教育プログラムに活用されています。

2年生

生活科

1年生
学級活動

教
育

E
d

ucation
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ケガの防止

交通事故防止・安全意識の向上
校内のケガ（外傷と心）減少

安全教育の視点

● 交通事故や身の回りの生活の危険から起こるケガの
   発生要因や防止の方法について理解する。

● ケガが発生したときに、その症状の悪化を防ぐための
    簡単な手当てを速やかに行えるようになる。

● 周囲の危険な環境に気が付き、その環境を整えようと
   することができる。

防災プロジェクト
安全教育の視点

防災意識の向上
● 地域の災害の特性や防災体制について理解する。

● 災害時に、家族や友達、周囲の人々の安全にも配慮し
    役立つ行動をしようとする思いをもつ。

● 災害による危険を予測し、災害時には自ら危険を回避
    する判断力を身に付ける。

安全なくらし
けいさつの仕事と
人々の協力
安全教育の視点

交通事故防止・安全意識の向上
● 地域の人々を事故や事件から守り、安全な生活を送れ
   るようにするための工夫や努力について理解する。

● 実際に調査したり、資料を活用したりして調べ、
   まとめることができるようにする。

● 安全な生活を守るために警察や関係諸機関は地域の
   人々と協力していることについてとらえ、自分にできる
   ことを考えることができる。

5年生

体育科

4年生

社会科

3年生

総合的な
学習の時間

6年生

総合的な
学習の時間

地域安全マップを
つくろう

交通事故防止・安全意識の向上
安全教育の視点

● 生活安全上、交通安全上の危険に気付き、自分の身を
   自分で守る方法を知る。

● 自分の住んでいる地域を調べ、工夫している取り組み
   を知る。

● 自ら危険を予測し、実生活に生かすことができる。

教
育

E
d

ucation
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その場所に入れない
ようにするのか

落下の恐れのある場所
の素材を変えるのか

落下防止の設備を
設けるのか

行動を防ぐ方法を
考えるのか事故情報の収集

事故予防のための解決策を導き出し、安全な環境に変えて
いくためには、事故情報を収集し、科学的に分析する必要
があると考えています。そのためには、「性別」「事故が起
きた時間」「ケガの種類」だけでなく、どのようにしたら事故
が防げるかという視点に立った、具体的な事故の状況が分
かる情報を収集する必要があります。

これらの情報があることで、事故に至るどの段階の問題を
解決し、事故を予防するかなど、様々な事故の予防対策を
検討できます。

例えば、

● どのような場所で
● どのような行動をとった結果
● どのくらいの高さから転落したか
● 転落した場所の接地面の素材は
    何であったか
● どんなケガに至ったか
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事故予防や環境改善につながる情報を簡単に記録し、
集計することができるソフトウェア

傷害サーベイランスソフトウェア

タブレットやパソコンを使用し、項目を選択していくことで
必要な情報を、もれなく簡単に入力できます。

事故情報が記録しやすい
01

● 負傷した子供の特徴
● 事故が発生した日時や場所
● 事故に関連した製品
● 事故の種類
● 起きる前にしていた行動 など

記録できる情報

このような情報を蓄積することで

事故の種類ごとに、からだのどこに最も多くケガを

するのか分析できます。

3Dの子供のモデルに
色を塗ることで、

ケガの位置や形状を
記録できます。

傷
害
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

Iinjury  Surveillance  Softw
are
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「傷害サーベイランスソフトウェア」で集計されたグラフ

「傷害サーベイランスソフトウェア」を用いた
身体地図情報の検索結果の例

「傷害サーベイランスソフトウェア」のグラフ作成画面

集計の条件を自由に設定でき、見やすいグラフにできます。
クロス集計も可能です。

事故情報の集計・分析がしやすい
02

● ケガの発生する時期
● ケガをする学年
● ケガの種類

例えば右の条件で
集計すると・・

集計結果のグラフは画
像保存ができます。
また、数値をエクセル
ファイルで保存すること
ができます。

「身体地図情報」は、
ケガの部位と頻度が分
かります。色が青い部
分はケガの頻度が低く、
黄色や赤の部分はケガ
の頻度が高いことを表
します。
また、性別・学年・事故
の発生場所・傷害の
種類ごとの身体地図を
作成でき、例えば「5,6

年生のうんていのケガ
はどこに多いか」など
が視覚的に分かります。

どこの学校で起こった事故かを秘匿しながら、学校間で事故情報を共有可能にする技術も
開発しています。

事故の情報を蓄積していくことで、

その学校独自の傾向や問題点が分かり、取り組むべき

安全対策の優先度などを決めることができます。
新入学時期に、何年生にどんなケガが多いかなどを

調べることができます。
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学校独自の事故の分析を行うことで、より具体的な安全教育を行
うことができ、学校での事故予防につながります。また、事故の集
計グラフやケガの位置を表す「身体地図情報」など、視覚的な情
報は、安全教育の教材としても活用できます。
このような教材を活用し、どうしたらケガを予防することができる
か考えたり、実際に事故予防の対策を行った前後で、グラフや「身
体地図」がどのように変わったか比較して、実行した対策が効果
があったかどうか確かめることができます。

学校の実態に合った安全教育ができる
03

これらの教材の活用により、子供たちが自分たちの学校の問題を
把握し、「傷害」という課題を身近に感じることができ安全活動に
取り組む意欲を高めることができます。

● ケガを防ぐ方法を知りたい
● 事故を防ぐために自分自身でできる
    ことがあると思う   という回答が増え、

実際に取り組んだ
小学校では、

具体的な事故予防の方法を

子供たちが自ら考え出せるようになりました。

2ヶ月間、事故予防の対策をやってみたら‥

集計結果を利用することで、
より身近で具体的な安全教材を作成できます。

Before

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生

After

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生

ケガが減った！
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このように、危ないからといって
道具の使用や運動を禁止するのではなく、

子どもたちの健やかな成育のために、

環境・教育・安全基準の改善を繰り返していく

ことが大切だと考えています。

まとめ

各学校から集められた事故のデータは、

事故を予防するために
変えられる3つのE

に役立てるために活用されます。

教育

環境改善

法制化（安全基準など）

安全な「跳び箱」指導を支援するソフト

例えば、

事故データの分析から、小学校の体育の時間に起こっている
事故で一番多いのが「跳び箱」であることが分かってきまし
た。そこで、跳び箱を安全に使うためのトレーニングプログラ
ムが、産業技術総合研究所、東京工業大学、東京都理学療
法士協会などの多職種連携チームによって開発されました。
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